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札幌 近郊 にお い て観察 され た 野生 シ ヨ ウジ ヨ ウバ エ と棲息 に関 係 あ る植物
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　北 海道 に お δ る シ ヨ ウ ジ ヨ ウ パ エ の 分 布に 関 す る 調査 は牧野 ・羽 田 σ934）以来 ，多 くの 研 究 者 に よ つ て

進 め られ て き た 。 し か しそれ 等 の 採集法 は 主 と し て ト ラ ッ プ icよ つ た もの で あ つ て ， 野 生 の シ ヨ ウ ジ ヨ ウ パ

エ の 腰 息 と重 要 な 関 係に あ る 植 物 IC対 し て は 藻 マ ・
注 意 が 払 わ れ て い な い

。

　 Kikkawa 及 び Peng （1938 ） は 日本産 シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ エ の 食性に つ い て 調 査 し，キ ノ コ ，果 実，樹 液，馬鈴

薯 ， 排 泄物な どをそ の 対 称 と し て 簡単に 記載 し て い る 。 ま た Frota−Pessoa （1952 ）は花 を食物 とす る数 種

の シ ヨ ウ ジ ヨ ウ バ エ を あげ て い る o シ ヨ ウ ジ ヨ ウ パ ＝ ．の 繁殖場所に 俄
・
て は 少数 の 種類 に つ い て 調査 さ れ ，

醐液樹皮キ ノ コ な どが しられ て お り　（Wagner
’44

，
　Carson 　 a、nd 　 Stalker ’51

，
　 Carson ’51

，
　 Spieth ’51

，

Blight　 and 　Romano ’53），食性 と緊密 な闢係を もつ て い る こ と を示 し て い る 。 著者は野生 状態に お け る シ

ヨ ウ ジ ヨ ウ パ エ が 棲 息 し て い る 場 所に 自生 す る植物 を調 査 した の で こ こ に 報告す る 。

　本 研 究 を 進 め る に 当 り終始 御懇 鳶 な る 御指導 を 賜 つ た牧野佐 二 郎 教授 に 深甚 の 謝意 を 表 す る 。 ま た直接 御

指導に 与つ た 門駕栄治動 撤授 ，シ ヨ ウ ジ ヨ ウ ・｛　：L の 種 の 判定 に つ い て 御 教 示 をわず らわ した 東京都立 大学 の

岡 田 豊 日 助 教授 ，植 物 の 種 の 判定 の 労 を と られ た山 田 幸 男 教授 ，石 田 助 教授 ，亀井 講 輛 の 諸 先生に 厚 く感 謝

の 意 を 表す る 。

　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　採 　集 　 の 　 方 　法

　 シ ヨ ウ ジ ヨ ウ パ エ の 採集を行 つ た場所 は主 と して 糺幌 市 内 に あ る北海道大学 附属植物園 お よ び 農場 で ，捕

虫 網 ま た は吸虫管 を用 い て 直接採 集を行 つ た。
シ ョ ウ ジ ヨ ウ バ エ の 卵，幼虫 ，蛹 が 発見 さ れ た場合 は ， それ

らが 附着 して 》・る植物 をそ の ま ま ガ ラ ス 管に移 し， 研 究室 に もち 帰 つ て 170 −−21ec の 室温 で 飼育 した 。 種

名 の 同定 は そ れ ら の 羽化後 ，成体に つ 曳
・
て 行 つ た 。

採 　 　集　　結 　　果

シ 卩 ッ メ ジ先 ミ ッ ．｛
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な か つ た D ．niPPonica が こ れ ら の 草本殖物 の 群落か ら多数 発 見 き れ た こ とは 興味 あ る 。 採集，調 査 の 結 果

を第 1 表 lcrkす 。

第 2 表 刈草 （ヤ ブ ニ y ジ ン Ostnorhixa　aristata 　： ノ 、 ナ ウ ド ∫leracleerrn　lanatum） の な か

　　　　　　　　　　か ら採集 ざ れ た シ ヨ ウ ジ ヨ ウ．バ エ （7 月）
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第 3 表 　菌類 の なか か ら採集 さ れ た シ ヨ ウ ジ ョ ウ パ エ
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開 花 期 に 刈 り倒 され た ヤ ブ ニ ソ ジ ソ や ハ ナ ウ ドか ら は 多 数 の P ．nigt
’
ornqctilata が 採 集さ れ ， そ れ ら の な

か か ら羽 化後 聞 もな
’
“’若 い 成 虫が 数 側体発 見 され た 。 こ の こ と は こ の 種 の 繁 殖場所 を晴 示 し て い る よ 5に 思

わ津L る 　（第 　2 表）o

　強 い 香気を 有す
1
ろ ハ ツ カ　バlentha 　 t

’
otund ／／Ei，レ・”α に お い て 6　月 ｝こ D ．　 nipPooica を 1f 固体 ，　 ScaPtenryza−

III を 3 個 体採集 し た 。 ま た ヨ モ ギ Artevrisia　 sp ・に お lt・て 6 月 に D ・szigron
’
iaCttlata を 1 個

．
体 ・

7 月に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ 15 〕
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所曜 ・… ）？2a −111 を 1 偲 体，8 月 に ρ・nigronaculata 　1 個体 ・S ・ aPt ・・n）
Jxa −lll を 7 個体 採集 した 。 香気

を有す る 腫物に は あ ま り集 つ て い な い よ 5に思 わ矛t た 。

　菌 類に お い て に C 砂 厂ガπ ε’蝦 こ属す る キ ラ ラ ダ ケ
，

ヒ ト ヨ ダ ケ に は 同 じ よ うな種類 の シ ヨ ウ ジ ヨ ウ パ エ が 集

ま り，そ の ど ち ら の 場 含に お い て 魂， 1）．t”ansrTersa が最 も多 く裸 集ざれ て い る o 　PiettrotttS属 の ヒ ラ ダ ケ
，

タ モ ギダ ケ にお い て は 、 前者の 場 合に は Hirtodrosophila −1 が 最 も多 く Hlrtodrosophila−V が こ れ に つ ぎ

綵集 され た 。 後者 の 場 含 に は Hirtodrosophila −V がそ の 大部 分を占 め ・
Hirtodrosophila−1 力辷 れ に っ い

で い る 。
Faz，0 ／rts 属 の ア ミ ヒ ラ タ ケ に 採 Hirtodrosophila−IX ．

−1及 び Myc α drosophila−−1・−II　th．　：多 く集ま 鴨

ArvniUaria 属 の ナ ラ タ ケ に に A！ycodrosophila−1 及 び Hirtodrosophila−1，一・II ヵ；特に 多 く発見 さ れ た （第

3 表）。

　以 上 の よ 5 に 異 つ た 種類 の 植 撚 こ それ ぞれ異 つ た シ ヨ ウ ジ ヨ ウ パ エ の 種類 が 多 く集ま る と い
「

） こ と は ．そ

の 植 物 に シ ョ ウ ジ ヨ ウ パ エ の 食 性あ る い は 繁殖場 所に 深 い 関係 を もつ て い る こ と を 示 す よ うに 思 わ れ る 。

第 4 表 　菌類 の な か か ら羽 化 し た シ ョ ウ ジ ョ ウ パ ェ
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繁殖場 所に 関す る 調 査 は，主 と し て 産卵 さ れ た と思わ れ る，腐れ か か つ た菌類 を集 め て 行 つ た 。 そ の 結 果

は 第 4 表に 示 す 。 こ の 場 含幼虫は 羽化前に へ い 死 す る もの が か な りあ つ た が ，それ らは こ の 表 か ら除外 され

て い る 。 最 も 多 く羽 化 し て で き た も の は Hirtodrosophila−1 と D ．　funebrisで ，前者は タ モ ギ ダ ケ の な か

か ら ， 後者は キ ラ ラ ダ ケ の な か か ら羽 化 し た も の で あ る 。 い ずれ の 場食 もそ の キ ノ コ を食物 と し て い る よ 5

で あ る 。
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        A  Field Survey  of  Drosophilids which  Feed  and  Breed  on  Plants

                                     Kiyomu  SuzuKI

                         Zoolbgical-Institute, Hokkaido  Unlversitv                                                              t

    This  paper  deals  with  a  preliniinary  report  on  the  field survey  of  clrosophiljds  which  feed

 and  breed  on  piants. The  coilections  of  flies were  niade  e#:I-sively  by means  oi  net  sweeping

 on  flowers, grasses and  fungi  during  a  period  ranging  froni  June to  August,  1953, in the  Bv-

 tanical  Garden  and  the･Experimental  Farm  of  Holckaido  University. In additien,  during  the

 time  that  collections  were  being  made,  samples  of  fungi were  taken  re  the  laboratory,  examin-

 ed  and  cultured  fer  their studies  as  possible  breeding sites.

    As  shewn  in Table  l, a  large  number  of  P. ru)\)enica,  D, nigromac:ulata  and  Sbapto7]B,."a-III

was  co:lected  en  some  species.  of  grasseg,  while  n. attraria,  D, transi,ersa,  D. inegnnopectinata

 CMS) and  Scay,tosnyxa-II  were  few in number  on  the  same  sources.  D,  7iigi-omactttrata  was  found

abundantLy  on  two  species  of  cut  grasses  together  with  a  smali  number  ef  D. nimpon.ica  andi

SlraptoJay2a-UI (see Table 2).

    A  large collection  of  Drosophiia.made  on  various  ferms  of  fungi  indicated  that  many  kinds

of  D,-osophit'a were  attracted  to  two  species  of  Caprinus, but  the  species  ef  HirtodrosophiJa  were

not  ntimerous  on  thern. Hirtodresophila-I and  
-ii

 were  cellected  abundant]y  en  two  species

of  Pteer?'ottcs, Censiderable  numbers  oi' Hirtedrosephila-i. -IX
 and  Afycodrosopitiga-II were  re-

corded  frem  Favotus  sggtamosus,  and  many  sp?.cimens  belonging  te  Hirtodrosophila-I, -II and

Afy:odreso.biir'la-I were  collected  on  ArmiUaria  melt.ea,  but D. trans"versa  and  nd3.,eocb-ospphila-Il

were  rarely  found.  The  results  of  this s'arvey  are  summarized  in Table  3.

    Cultures ef  fungi  revealed  that D. .funebris was  bred  abundantly  from  (Joprinus micaceus,

anct  that  Hirtedrosophila-I  was  reared  in a  ]arge  number  from  Pgeurottis eornttcqlt,ioidles.  D.  testacen

was  bred  sporadical!y  from  Co,:IJinus nticaceus,  Favoltts sqttafi"stts  and  Polyportts van'tts  (see
Table  4).
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